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生徒代表８名によるレイテ

高校訪問が来週に迫ってきま

した。訪問先での行動予定も

決まり、生徒へのスケジュー

ル説明と、他の生徒は 3 月に

開催される事業報告会フォー

ラムでの発表に向けて個人作

業開始です。 

 

 

 

 

先日の skype 交流 2回目終了後、生徒たちの意識調査アンケートを実施しました。 

アンケート内容は以下の通りです。以下の項目に対して、「能力が向上した、変化なし」など自

己評価をしてもらい、また一連の授業や作業で大変だったこと、うれしかったことなども記入して

もらいました。 

1 英語力 

2 英語での伝える力 

3 フィリピンに対する親近感 

4 他人と協力する力 

5 課題や問題に対する積極性 

6 考える力 

7 調べる力 

8 プレゼンする力 

9 自分の暮らす地域への関心度 

10 環境問題や災害に対する関心度 

11 社会貢献やボランティアへの関心度 

12 外国の人との交流への関心度 

13 グローバルな視野 

14 大変だったこと 

15 うれしかったこと 

16 自分が今後伸ばしていきたい力 

17 16の力を伸ばしていくために今後やりたいこと 

結果は次ページ。 
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アンケート集計結果 
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アンケート結果＞＞ 

・一つのテーマに関して調査し、資料を作り、英語で発表するという一連の作業をグループでやり遂げることによ

って「考える力」や「調べる力」だけでなく、グループの他の人たちと協力する力や、課題に対する積極性も向上

した。 

・プレゼンのテーマを自分の住む地域の「災害」にしたことで、自分たちの住む地域に関してや、環境問題、社会

貢献やボランティア活動などへの関心も高まった。 

・自分たちで調べたことを英訳してプレゼンすることによって、英語力、英語で伝える力、プレゼン力も向上した

と感じている生徒が多い。 

・Skype を通じてフィリピンの人たちの顔を見ながら話すことによって、フィリピンに対する親近感、外国の人と

の交流への関心も高まったようだ。 

14 大変だったこと 

・英文を暗記してプレゼンすること 

・聞き手を意識した英文を作って、それを相手に伝わるように話すこと 

・普段使わない単語が多かった。英文にすることが大変だった 

・プレゼンのテーマが決まらなかった 

・英語で文章を作ることと、それをどうやったら相手に伝わるのか考えること 

15 うれしかったこと 

・英文の暗記がしっかりできた 

・相手が頷きながら聞いてくれて、ちゃんと伝わってることがわかってうれしかった 

・発音が上達したこと 

・自分たちのプレゼンにフィリピンの人たちが反応してくれたこと 

・グループ全員でプレゼンを作り上げられた事とそれがフィリピンの人たちに伝わった事 

16 自分が今後伸ばしていきたい力 

・英訳するのにかなりの時間がかかったのでもっと英語力をつけたい 

・伝える英語、コミュニケーション能力をつけたい 

・調べる力 

・プレゼンでもっと伝える力。ゆっくり分かりやすく話せるようになりたい 

・英語のボキャブラリーを増やす 

・英語力。アドリブでも話せるようになりたい 

・フィリピンで交流を深め、世界と繋がっていることを確かめたい 

17 16の力を伸ばしていくために今後やりたいこと 

・積極的に英語を学ぶ。また人の前で話すことを増やす 

・表現の仕方などにバリエーションを増やす 

・ただ単に覚えるだけでなく、何を伝えたいのかを明確にする 

・英文を読み込んで、まずは暗記する。 

・ボランティアに参加してみたい。異文化・お国事情を知りたい。 

・世界の出来事、ニュースを気に掛ける。 

・教科書などを声に出して練習する 


